

































第 3章では 1993 年から 2016 年までの文献のうち、4つを選出した。音楽再生機
器の小型化によって聴取体験の個人化が進むこの時期において、「環境音楽」という
語は消費される「音楽」にも使用されるようになる。また「環境音楽」と呼ばれるも
のが「音楽」としてではなく「空間」のひとつの要素として扱われるようになり、空
間デザインや音環境デザインそのものに対して「環境音楽」という語が使用されてい
る。
以上の展開により、日本における「環境音楽」という語の意味の変遷を明らかにし
た。しかしながら、「環境音楽」という語の意味は必ずしも上記のような年代ごとに
区切られるものではなく、絶えず変化している。
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